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［お知らせ］

看護ひとくち
メ
モ

看科大［19号］クイズ・プレゼント
○○○○年度入学生から
新しいカリキュラムに
なります

1．クイズの答え
2．郵便番号
3．住所
4．氏名（年齢）
5．記事のご感想や
　 本学へのご意見

当選者の発表は、発送をもってかえさせていただきます。

〇の中に正しい文字を入れ、下記のとおりハガ
キでご応募いただくか、クイズの答えなど１～
５までを記載して、メール（koho@oita-nhs.ac.jp）
でご応募ください。
正解者の中から抽選で３名様に図書カード
（2,000円分）をプレゼントします。

問 題

「未来応援基金」ご寄付のお願い
「未来応援基金」は、大分県立看護科学大学創立20周年を
契機に、学生の学業の継続や地域との連携、国際化・グロー
バル化への対応等、学生・大学院生の活動を支援するため
に設置された基金です。
確かな看護の力で地域の保健医療を牽引し、より良い社
会を創造する看護職を育成するために、皆さまの温かいご
支援を心からお願い申し上げます。
〈目　的〉
学生の学業の継続や、地域連携の更なる充実、国際化・
グローバル化への対応等、学生・大学院生の活動を支援
し、その充実を図ることを目的とします。
〈使　途〉
皆さまからいただいたご寄付は、学生・大学院生の支
援のため、下記事業に活用させていただきます。
（1）学業の継続（奨学金の給付、授業料等の減免等）
（2）地域連携（地域貢献活動への支援、地域の保健医療機

関での研修支援、自治体・地域・企業と連携した研究
教育等）

（3）国際化・グローバル化への対応（短期留学、国内外で
の活動、研修派遣等）

（4）その他、基金の目的達成に必要な学生・大学院生の活
動支援

〈ご寄付をお願いする方〉
基金の趣旨にご賛同くださる方ならどなたでもご寄付
いただけます。
〈寄付金額〉
金額は特に定めておりませんが、1口1,000円として何
口でも可能です。
〈ご寄附の方法〉
大学ホームページ（http://www.oita-nhs.ac.jp）掲載の
フォームからお申し込みいただくか、本学事務局まで電
話にてご連絡をお願いします。
■お問い合わせ先■
大分県立看護科学大学未来応援基金事務局
（大学事務局総務グループ内）
TEL：097-586-4300（代表）　FAX：097-586-4370
E-mail：somu@oita-nhs.ac.jp

Schedule［スケジュール］

※スケジュールは、変更になる場合があります。
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【締め切り】令和4年1月31日 当日消印有効
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　2020 年の調査によると日本人の平均睡眠時間は 7 時間 12 分
だそうです。日本では、人口の約 20％が不眠に悩まされていると
言われています。
●ライフステージ別の睡眠状況
【青年期】
深夜のネットやゲームなどで体内時計のリズムが遅れてしま
う概日リズム睡眠障害の問題があります。また、週末に平日よ
りも 3 時間以上の朝寝坊をしてしまうと体内時計はさらに遅
れてしまい、いわゆる時差ボケが生じている状況となります。
時差ボケは、人間の神経・免疫・内分泌系において影響を及ぼ
し、うつ状態などを引き起こす要因にもなります。
【壮年期】
仕事や家庭での役割が多く、調査対象の 4 割以上は、
睡眠時間が 6 時間を切っています。特に有職女性の睡
眠時間が少なく、肥満や高血圧、高脂血症などに
大きく関連していると言われています。
【老年期】
生活習慣病に関連して睡眠時無呼吸症候群、ムズムズ足症候
群、周期性四肢運動障害などの運動障害などの睡眠障害が生じ
るリスクが高くなります。

●就寝前の注意事項
・起床・就寝は、毎日同じ時間に。
・就寝前には、交感神経を刺激するような過度な運動は避ける。
・カフェインが入ったコーヒー、紅茶、お茶は、夕方以降控える。
・入浴は、就寝２時間前までに済ませる。
・就寝１時間前からは、画像を見ない。
●就寝前のおすすめ
・飲みもの：白湯・カモミールティー・生姜湯
・運動：リラックスできるストレッチを 5～ 10分程度
・音楽：オルゴール使用・クラッシックなどゆったりした曲

11日㈫～24日㈪
15日㈯・16日㈰

10日㈭
11日㈮
13日㈰
24日㈭
25日㈮

1日㈫
3日㈭

4日㈮
4日㈮

12日㈯
18日㈮

8日㈮
11日㈪
11日㈪・12日㈫

18日㈬
21日㈯・22日㈰

基礎看護学実習
大学入学共通テスト

助産師国家試験
保健師国家試験
看護師国家試験
進級試験（2年次生）
一般選抜（前期）、私費外国人留学
生選抜

春季休業開始
大学院研究計画報告会
（研究・広域・リカレント）
修士・博士修了判定
研究成果報告会
（研究・広域・助産・リカレント・NP）
一般選抜（後期）
卒業式

入学式
全学オリエンテーション
新入生オリエンテーション

キャンパスクリーンデー
若葉祭

睡眠時間を上手にとって明日を元気に過ごしましょう!!
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大
分
県
立
看
護
科
学
大
学
で
は
、
学
部
生
の

教
育
の
基
盤
と
な
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
、

2
0
2
2
年
度
入
学
生
か
ら
新
し
く
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
直
接
的
に
は
、
看
護
師
の
教
育
に
大

き
な
影
響
を
与
え
る
指
定
規
則
が
変
更
さ
れ
た

た
め
で
す
が
、
本
学
で
は
、
約
2
年
前
か
ら
現

行
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
評
価
を
進
め
、
改
正
の

方
向
性
に
つ
い
て
学
内
で
議
論
を
始
め
て
い
ま

し
た
。
か
な
り
早
く
か
ら
、
主
体
的
に
取
り
組

ん
だ
今
回
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
正
の
経
緯
を
ま

と
め
ま
し
た
。

〇
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
正
や
改
正
を
進
め
る
た
め

の
コ
ン
セ
プ
ト

1
．開
学
後
20
年
経
過
し
て
お
り
、
抜
本
的
に

見
直
す

2
．学
生
の
主
体
性
を
引
き
出
し
、
学
ぶ
た
め

の
よ
り
よ
い
環
境
を
つ
く
る
こ
と
を
目
指

す
。
例
え
ば
、
現
行
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は

過
密
で
、「
学
習
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
な
り
や
す
い
。
む
し
ろ
「
学
び
た
い
」

学
習
環
境
づ
く
り
を
す
る
。
そ
の
た
め
に
、

必
修
科
目
を
減
ら
し
、
選
択
科
目
を
増
や

す
よ
う
努
力
す
る

3
．全
教
員
の
意
見
を
可
能
な
限
り
引
き
出
し
、

全
学
で
作
り
あ
げ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
す
る

4
．現
在
の
社
会
情
勢
か
ら
、
強
化
す
べ
き
は
、

臨
床
判
断
能
力
、
I
C
T
の
活
用
、
地
域

の
重
視
、
多
様
性
へ
の
対
処
能
力
向
上
な

ど
で
あ
る

〇
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
正
を
全
学
で
取
り
組
む
た

め
の
工
夫

・
令
和
元
年
7
月
の
教
育
研
究
審
議
会
で
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
検
討
タ
ス
ク
グ
ル
―
プ
（
以
下
、

　

T
G
）
設
置
が
承
認
さ
れ
、
各
研
究
室
か
ら

1
名
が
選
出
さ
れ
て
令
和
元
年
8
月
に
キ
ッ

ク
オ
フ
会
議
を
も
ち
ま
し
た
。

・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
T
G
は
、
教
育
研
究
委
員
会
、

看
護
学
実
習
委
員
会
、
実
習
運
営
小
委
員
会

と
も
有
機
的
に
連
携
し
、
教
育
研
究
審
議
会

で
も
、
適
宜
議
題
と
し
て
諮
り
、
丁
寧
に
進

め
ま
し
た
。

・
令
和
3
年
1
月
に
情
報
共
有
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
全
教
職
員
が
参
加
し
、
各
研
究
室
の

教
育
の
方
針
や
改
善
点
、
変
更
点
な
ど
を
共

有
し
、
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
へ
の
理
解
を
図
り

ま
し
た
。

【
T
G
メ
ン
バ
ー
構
成
】

リ
ー
ダ
ー
：
藤
内
美
保
（
当
時
学
部
長
）

サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
：
福
田
広
美
（
現
学
部
長
）

各
研
究
室
：
岩
崎
香
子
、定
金
香
里
、小
嶋
光
明
、

品
川
佳
満
、宮
内
信
治
、吉
村
匠
平
、秦
さ
と
子
、

石
田
佳
代
子
、
中
釜
英
里
佳
、
草
野
淳
子
、
永

松
い
ず
み
、杉
本
圭
以
子
、樋
口
幸
、小
野
治
子
、

桑
野
紀
子
、赤
星
琴
美（
看
護
学
実
習
委
員
会
）、

森
加
苗
愛
（
実
習
運
営
小
委
員
会
）

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
：
村
嶋
幸
代
学
長
、
稲
垣
敦
研

究
科
長

〇
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
2
0
2
2
の
主
な
改
善
点
・

変
更
点

1
．目
指
す
学
生
像
と
、
新
た
な
デ
ィ
プ
ロ
マ

ポ
リ
シ
ー
（
以
下
、Ｄ
Ｐ
）
の
作
成

　
教
員
が
ど
の
よ
う
な
学
生
を
育
成
し
た
い
の

か
に
つ
い
て
討
議
し
て
、
意
見
を
出
し
合
い
、
そ

れ
を
カ
テ
ゴ
リ
ー
化
し
ま
し
た
。
T
G
の
中
で

新
た
に
D
P
検
討
メ
ン
バ
ー
を
募
り
、
そ
の
提

案
を
も
と
に
、
ま
と
め
ま
し
た
。
新
し
い
Ｄ
Ｐ
は

2
．主
体
的
な
学
習
環
境
づ
く
り
の
た
め
の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成

⑴
卒
業
要
件
は
現
行
の「
1
3
5
単
位
以
上
」を
、

「
1
2
8
単
位
以
上
」
へ
と
絞
り
込
み
、
学
生

が
主
体
的
に
学
べ
る
時
間
を
確
保
し
ま
し
た
。

⑵
選
択
科
目
は
、
現
行
の
6
単
位
以
上
を
、
10

単
位
以
上
と
し
、
学
生
が
関
心
を
も
ち
や
す

い
科
目
や
、
よ
り
高
度
な
内
容
の
科
目
を
創

設
し
、
選
択
肢
を
拡
大
し
ま
し
た
。

⑶
年
間
を
通
し
て
、
時
間
割
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く

設
定
で
き
る
よ
う
に
3
学
期
制
を
導
入
し
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
年
間
の
開
講
週
数
は

36
週
と
な
り
、
若
干
ゆ
と
り
を
も
た
せ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
夏
季
休
暇
は
、
7
月
16

日
か
ら
9
月
2
日
ま
で
と
今
ま
で
よ
り
も
長

く
な
り
ま
し
た
。

3
．科
学
的
視
点
の
育
成
な
ど
、
本
学
の
教
育

の
特
長
を
発
揮
で
き
る
よ
う
に
す
る

⑴
Ｄ
Ｐ
の
「
科
学
的
な
思
考
」
に
つ
い
て
は
、

健
康
科
学
実
験
等
を
堅
持
し
、
科
学
的
根
拠

に
基
づ
い
て
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
し
ま
し

た
。
ま
た
、
生
体
科
学
、
生
体
反
応
学
、
基

礎
看
護
学
、
看
護
ア
セ
ス
メ
ン
ト
学
、
成
人

看
護
学
の
5
領
域
で
、
各
領
域
の
教
授
内
容

や
課
題
を
共
有
し
、
学
び
が
積
み
上
が
る
よ

う
に
配
慮
し
ま
し
た
。

⑵
第
1
段
階
の
基
礎
看
護
学
実
習
の
時
か
ら
、

「
ア
セ
ス
メ
ン
ト
」
や
「
看
護
過
程
」
に
関

す
る
概
念
を
導
入
し
、
根
拠
に
基
づ
く
考
え

方
を
育
み
ま
す
。

⑶
D
P
に
「
地
域
・
国
際
性
」
を
掲
げ
、
予
防

的
家
庭
訪
問
実
習
は
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

本
実
習
は
、
地
域
の
協
力
者
を
は
じ
め
、
多

く
の
方
々
の
支
援
を
受
け
て
発
展
し
て
き
ま

し
た
。
学
生
は
他
学
年
と
の
交
流
で
刺
激
を

受
け
る
な
ど
、
効
果
的
な
学
習
が
で
き
て
お

り
、
新
し
い
形
の
実
習
と
し
て
深
化
さ
せ
て

い
き
ま
す
。
ま
た
、
国
際
的
な
視
野
を
、
も

つ
こ
と
の
重
要
性
も
教
育
し
て
い
き
ま
す
。

国
際
看
護
学
と
英
語
の
教
員
が
討
議
し
、
本

学
が
目
指
す
国
際
看
護
の
像
を
具
体
化
し
、

検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

⑷
D
P
に
、
人
間
の
尊
厳
や
倫
理
観
を
も
つ
こ

と
を
挙
げ
て
い
ま
す
。
こ
の
概
念
は
、
あ
ら

ゆ
る
領
域
で
、
あ
ら
ゆ
る
科
目
、
あ
ら
ゆ
る

教
員
が
様
々
な
場
面
で
教
育
し
て
い
き
ま
す
。

⑸
他
学
年
と
一
緒
に
学
ぶ
こ
と
の
効
果
が
大
き

い
こ
と
か
ら
、
複
数
の
学
年
が
履
修
で
き
る

科
目
を
増
や
し
ま
し
た
。

⑹
4
年
間
の
看
護
師
教
育
と
し
て
、
判
断
能
力

や
看
護
実
践
能
力
の
強
化
を
掲
げ
て
い
ま

す
。
学
生
自
身
が
計
画
す
る
総
合
看
護
学
実

習
や
、看
護
技
術
演
習
は
本
学
の
特
長
で
す
。

こ
れ
ら
の
実
習
を
通
し
て
学
ん
だ
こ
と
を
統

合
し
て
い
く
能
力
を
養
い
ま
す
。

1. 心豊かな人間性・倫理観
・看護の対象となる人々に深い関心を持ち、共感的に関わる姿勢を身につけている。
・人間の尊厳と権利を擁護できる倫理観を備え、人々を尊重する態度で行動できる。

2. 科学的思考力
・細胞レベルの「ヒト」、1 人の個体としての「人」、人間関係や社会の中で生きる「人間」を、包括的に理解
するための知識を備えている。

・ 本質を追求するための姿勢を身につけ、現象を科学的にとらえ分析的、総合的に考察できる力を備えている。
・論理的な思考に基づいて、課題を解決する力を備えている。

3. 看護の基盤となる専門知識・技能
・看護を遂行するための幅広い知識、原理原則に基づいた基本的な看護技術を修得し、対象者のニーズに合
わせて応用できる。

・人々の健康の保持増進、疾病予防・回復の促進のために必要な看護を指導のもとに実施できる。
・自分の看護観を述べることができる。

4. 連携協働・リーダーシップ
・保健・医療・福祉チームの一員として連携協働の必要性を理解できる。
・マネジメントの知識を持ち、多様な職種や人々と連携・協働する基礎力を備える。
・組織やチームの一員として活動する力を備え、リーダーシップをとれる。

5. 地域性・国際性
・地域の環境が人々の生活や健康に及ぼす影響を理解し、看護の在り方を考えることができる。
・多様な文化・言語・社会的背景をもつ人々の価値観を尊重しながらコミュニケーションを図る力を備えて
いる。

・地域や国際社会の健康課題とその背景に関心を持ち、多様な場で看護を展開する素地を持つ。

6. 探究心と創造力
・看護専門職者の自覚をもち、看護の本質への高い関心と専門性探究の意欲を持つことができる。
・指導の下で看護の質の向上に資する一連の研究過程を理解し、研究を実施できる。
・看護活動とケアの質改善に関心を持つことができる。

4
．科
目
名
を
見
直
し
、
関
係
性
の
強
い
研
究

室
と
の
連
携
で
教
授
内
容
を
整
理

⑴
科
目
名
か
ら
教
育
内
容
が
わ
か
り
や
す
い
よ

う
に
し
ま
し
た
。
例
え
ば
、「
薬
物
生
体
反
応

論
」
を
「
薬
理
学
」
と
し
、「
生
体
構
造
論
」「
生

体
機
能
論
」
は
構
造
と
機
能
を
同
時
平
行
で

教
授
し
て
い
る
た
め
「
生
体
構
造
・
機
能
論
」

と
す
る
な
ど
で
す
。

⑵
指
定
規
則
と
本
学
の
対
比
表
を
作
成
し
、
本

学
が
ど
の
領
域
が
強
化
さ
れ
、
ど
の
領
域
が

不
足
気
味
で
あ
る
の
か
を
全
教
員
で
共
有
し

ま
し
た
。
社
会
学
の
領
域
は
、
新
た
な
科
目

を
創
設
し
補
強
し
ま
し
た
。

⑶
研
究
室
毎
の
受
け
持
ち
科
目
を
見
直
し
、
研

究
室
が
本
来
持
つ
べ
き
特
性
が
よ
り
よ
く
発

揮
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
特
に
指
定
規

則
に
お
い
て
、
成
人
看
護
学
と
看
護
ア
セ
ス

メ
ン
ト
学
の
担
当
科
目
を
見
直
し
、
今
回
か

ら
成
人
看
護
学
の
科
目
を
本
来
実
施
す
べ
き

成
人
・
老
年
看
護
学
研
究
室
で
担
当
す
る
よ

う
に
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
成
人
看
護
学
は

成
人
期
の
人
々
へ
の
エ
ビ
デ
ン
ス
の
あ
る
看

護
実
践
力
を
一
層
強
化
し
ま
す
。
手
術
や
急

激
な
症
状
変
化
の
疾
病
を
持
っ
た
人
、
一
生

涯
の
治
療
が
必
要
な
人
な
ど
、
健
康
障
害
の

あ
る
「
人
」
へ
の
療
養
生
活
の
援
助
、
診
療

の
補
助
を
遂
行
で
き
る
よ
う
、
理
論
、
技
術
、

思
考
を
磨
い
て
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
保
健
管
理
学
研
究
室
と
地
域
看
護

学
研
究
室
の
科
目
を
整
理
し
ま
し
た
。

　
本
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
学
修
し
た
学
生
は
、
本

学
が
大
切
に
し
て
き
た
伝
統
を
引
き
継
ぎ
つ
つ
、

豊
か
な
感
性
と
倫
理
観
を
も
ち
、
看
護
学
の
新

た
な
知
を
創
造
で
き
る
よ
う
自
己
研
鑽
し
、
看

護
専
門
職
と
し
て
社
会
に
貢
献
で
き
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

2
0
2
2
年
度
入
学
生
か
ら
新
し
い
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
な
り
ま
す

そ
の
ね
ら
い
と
改
正
の
経
緯

藤
内
美
保
　（
看
護
ア
セ
ス
メ
ン
ト
学
研
究
室 

教
授
、前
・
学
部
長
）

表1▶DPキーワード・下位項目
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成人 /老年 /
母性 /小児 /
精神 /看護学実習

表2▶学部教育のカリキュラム

教育
目標

ディプロマ
ポリシー

アドミッションポリシー 感性 /思考力 /主体性
人間科学 基礎看護科学 専門看護学 広域看護学 統合分野

心豊かな
人間性と倫理観

地域性
国際性

連携協働
リーダーシップ

看護の基盤となる
専門知識・技術科学的思考 探究心

創造力

人・人間を総合的に
理解する能力の育成

感性・倫理観の
育成

エビデンスに基づく判断・
看護実践能力の育成

社会資源の活用・
調整能力の育成

国際的視点の
創生育成能力の育成

マネジメント能力の
育成

4
年
生

3
年
生

2
年
生

1
年
生

応
用
技
術
演
習

予
防
的
家
庭
訪
問
実
習

養
護
教
諭
一
種
養
成
課
程

　希
望
者

臨
床
技
術
演
習

基
礎
技
術
演
習

卒業研究

・ヒトの理解
・人の理解
・人間の理解
・科学的思考
・社会・環境の理解

・看護理論・原理原則
・ケアのエビデンス
・人間の尊厳尊重
・関心/探求心
・観察・判断・感性
・クリティカル
 シンキング

生体科学科目群
生体反応学科目群
健康運動学科目群
人間関係学科目群
環境保健学科目群
健康情報科学科目群
言語学科目群

基礎看護科目群
看護アセスメント
学科目群

健康科学実験 進級試験

成人・老年看護学
科目群
小児看護学科目群
母性看護学科目群
精神看護学科目群

・対象に応じた
  看護実践能力
・個別性の尊重
・社会システム
・チーム医療
・問題解決能力
・理論と実践の統合

・多様な健康ニーズ
・住民の健康問題の
 判断と解決
・国際的視野で考察
・国際交流
・社会資源の活用
地域看護学科目群
在宅看護学科目群
国際看護学科目群

災害看護学
看護管理学
看護政策論
看護科学研究

地域看護学実習
在宅看護学実習

総合看護学
実習

・統合力・応用力
・探究力・分析力
・リーダシップ能力
・マネジメント能力

基礎看護学実習

老年看護学実習

看護アセスメント学実習

6
項
目
で
す
。
卒
業
時
に
、
各
D
P
の
能
力
が

身
に
付
い
て
い
る
か
を
評
価
で
き
る
よ
う
に
、Ｄ

Ｐ
ご
と
に
細
項
目
を
示
し
ま
し
た
（
表
1
）。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
が
、
開
学
以
来
、
堅
持
し
て
き

た
教
育
目
標
と
合
致
し
て
い
る
こ
と
も
確
認
し

ま
し
た
。
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大
分
県
立
看
護
科
学
大
学
で
は
、
学
部
生
の

教
育
の
基
盤
と
な
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
、

2
0
2
2
年
度
入
学
生
か
ら
新
し
く
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
直
接
的
に
は
、
看
護
師
の
教
育
に
大

き
な
影
響
を
与
え
る
指
定
規
則
が
変
更
さ
れ
た

た
め
で
す
が
、
本
学
で
は
、
約
2
年
前
か
ら
現

行
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
評
価
を
進
め
、
改
正
の

方
向
性
に
つ
い
て
学
内
で
議
論
を
始
め
て
い
ま

し
た
。
か
な
り
早
く
か
ら
、
主
体
的
に
取
り
組

ん
だ
今
回
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
正
の
経
緯
を
ま

と
め
ま
し
た
。

〇
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
正
や
改
正
を
進
め
る
た
め

の
コ
ン
セ
プ
ト

1
．開
学
後
20
年
経
過
し
て
お
り
、
抜
本
的
に

見
直
す

2
．学
生
の
主
体
性
を
引
き
出
し
、
学
ぶ
た
め

の
よ
り
よ
い
環
境
を
つ
く
る
こ
と
を
目
指

す
。
例
え
ば
、
現
行
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は

過
密
で
、「
学
習
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
な
り
や
す
い
。
む
し
ろ
「
学
び
た
い
」

学
習
環
境
づ
く
り
を
す
る
。
そ
の
た
め
に
、

必
修
科
目
を
減
ら
し
、
選
択
科
目
を
増
や

す
よ
う
努
力
す
る

3
．全
教
員
の
意
見
を
可
能
な
限
り
引
き
出
し
、

全
学
で
作
り
あ
げ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
す
る

4
．現
在
の
社
会
情
勢
か
ら
、
強
化
す
べ
き
は
、

臨
床
判
断
能
力
、
I
C
T
の
活
用
、
地
域

の
重
視
、
多
様
性
へ
の
対
処
能
力
向
上
な

ど
で
あ
る

〇
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
正
を
全
学
で
取
り
組
む
た

め
の
工
夫

・
令
和
元
年
7
月
の
教
育
研
究
審
議
会
で
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
検
討
タ
ス
ク
グ
ル
―
プ
（
以
下
、

　

T
G
）
設
置
が
承
認
さ
れ
、
各
研
究
室
か
ら

1
名
が
選
出
さ
れ
て
令
和
元
年
8
月
に
キ
ッ

ク
オ
フ
会
議
を
も
ち
ま
し
た
。

・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
T
G
は
、
教
育
研
究
委
員
会
、

看
護
学
実
習
委
員
会
、
実
習
運
営
小
委
員
会

と
も
有
機
的
に
連
携
し
、
教
育
研
究
審
議
会

で
も
、
適
宜
議
題
と
し
て
諮
り
、
丁
寧
に
進

め
ま
し
た
。

・
令
和
3
年
1
月
に
情
報
共
有
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
全
教
職
員
が
参
加
し
、
各
研
究
室
の

教
育
の
方
針
や
改
善
点
、
変
更
点
な
ど
を
共

有
し
、
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
へ
の
理
解
を
図
り

ま
し
た
。

【
T
G
メ
ン
バ
ー
構
成
】

リ
ー
ダ
ー
：
藤
内
美
保
（
当
時
学
部
長
）

サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
：
福
田
広
美
（
現
学
部
長
）

各
研
究
室
：
岩
崎
香
子
、定
金
香
里
、小
嶋
光
明
、

品
川
佳
満
、宮
内
信
治
、吉
村
匠
平
、秦
さ
と
子
、

石
田
佳
代
子
、
中
釜
英
里
佳
、
草
野
淳
子
、
永

松
い
ず
み
、杉
本
圭
以
子
、樋
口
幸
、小
野
治
子
、

桑
野
紀
子
、赤
星
琴
美（
看
護
学
実
習
委
員
会
）、

森
加
苗
愛
（
実
習
運
営
小
委
員
会
）

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
：
村
嶋
幸
代
学
長
、
稲
垣
敦
研

究
科
長

〇
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
2
0
2
2
の
主
な
改
善
点
・

変
更
点

1
．目
指
す
学
生
像
と
、
新
た
な
デ
ィ
プ
ロ
マ

ポ
リ
シ
ー
（
以
下
、Ｄ
Ｐ
）
の
作
成

　
教
員
が
ど
の
よ
う
な
学
生
を
育
成
し
た
い
の

か
に
つ
い
て
討
議
し
て
、
意
見
を
出
し
合
い
、
そ

れ
を
カ
テ
ゴ
リ
ー
化
し
ま
し
た
。
T
G
の
中
で

新
た
に
D
P
検
討
メ
ン
バ
ー
を
募
り
、
そ
の
提

案
を
も
と
に
、
ま
と
め
ま
し
た
。
新
し
い
Ｄ
Ｐ
は

2
．主
体
的
な
学
習
環
境
づ
く
り
の
た
め
の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成

⑴
卒
業
要
件
は
現
行
の「
1
3
5
単
位
以
上
」を
、

「
1
2
8
単
位
以
上
」
へ
と
絞
り
込
み
、
学
生

が
主
体
的
に
学
べ
る
時
間
を
確
保
し
ま
し
た
。

⑵
選
択
科
目
は
、
現
行
の
6
単
位
以
上
を
、
10

単
位
以
上
と
し
、
学
生
が
関
心
を
も
ち
や
す

い
科
目
や
、
よ
り
高
度
な
内
容
の
科
目
を
創

設
し
、
選
択
肢
を
拡
大
し
ま
し
た
。

⑶
年
間
を
通
し
て
、
時
間
割
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く

設
定
で
き
る
よ
う
に
3
学
期
制
を
導
入
し
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
年
間
の
開
講
週
数
は

36
週
と
な
り
、
若
干
ゆ
と
り
を
も
た
せ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
夏
季
休
暇
は
、
7
月
16

日
か
ら
9
月
2
日
ま
で
と
今
ま
で
よ
り
も
長

く
な
り
ま
し
た
。

3
．科
学
的
視
点
の
育
成
な
ど
、
本
学
の
教
育

の
特
長
を
発
揮
で
き
る
よ
う
に
す
る

⑴
Ｄ
Ｐ
の
「
科
学
的
な
思
考
」
に
つ
い
て
は
、

健
康
科
学
実
験
等
を
堅
持
し
、
科
学
的
根
拠

に
基
づ
い
て
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
し
ま
し

た
。
ま
た
、
生
体
科
学
、
生
体
反
応
学
、
基

礎
看
護
学
、
看
護
ア
セ
ス
メ
ン
ト
学
、
成
人

看
護
学
の
5
領
域
で
、
各
領
域
の
教
授
内
容

や
課
題
を
共
有
し
、
学
び
が
積
み
上
が
る
よ

う
に
配
慮
し
ま
し
た
。

⑵
第
1
段
階
の
基
礎
看
護
学
実
習
の
時
か
ら
、

「
ア
セ
ス
メ
ン
ト
」
や
「
看
護
過
程
」
に
関

す
る
概
念
を
導
入
し
、
根
拠
に
基
づ
く
考
え

方
を
育
み
ま
す
。

⑶
D
P
に
「
地
域
・
国
際
性
」
を
掲
げ
、
予
防

的
家
庭
訪
問
実
習
は
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

本
実
習
は
、
地
域
の
協
力
者
を
は
じ
め
、
多

く
の
方
々
の
支
援
を
受
け
て
発
展
し
て
き
ま

し
た
。
学
生
は
他
学
年
と
の
交
流
で
刺
激
を

受
け
る
な
ど
、
効
果
的
な
学
習
が
で
き
て
お

り
、
新
し
い
形
の
実
習
と
し
て
深
化
さ
せ
て

い
き
ま
す
。
ま
た
、
国
際
的
な
視
野
を
、
も

つ
こ
と
の
重
要
性
も
教
育
し
て
い
き
ま
す
。

国
際
看
護
学
と
英
語
の
教
員
が
討
議
し
、
本

学
が
目
指
す
国
際
看
護
の
像
を
具
体
化
し
、

検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

⑷
D
P
に
、
人
間
の
尊
厳
や
倫
理
観
を
も
つ
こ

と
を
挙
げ
て
い
ま
す
。
こ
の
概
念
は
、
あ
ら

ゆ
る
領
域
で
、
あ
ら
ゆ
る
科
目
、
あ
ら
ゆ
る

教
員
が
様
々
な
場
面
で
教
育
し
て
い
き
ま
す
。

⑸
他
学
年
と
一
緒
に
学
ぶ
こ
と
の
効
果
が
大
き

い
こ
と
か
ら
、
複
数
の
学
年
が
履
修
で
き
る

科
目
を
増
や
し
ま
し
た
。

⑹
4
年
間
の
看
護
師
教
育
と
し
て
、
判
断
能
力

や
看
護
実
践
能
力
の
強
化
を
掲
げ
て
い
ま

す
。
学
生
自
身
が
計
画
す
る
総
合
看
護
学
実

習
や
、看
護
技
術
演
習
は
本
学
の
特
長
で
す
。

こ
れ
ら
の
実
習
を
通
し
て
学
ん
だ
こ
と
を
統

合
し
て
い
く
能
力
を
養
い
ま
す
。

1. 心豊かな人間性・倫理観
・看護の対象となる人々に深い関心を持ち、共感的に関わる姿勢を身につけている。
・人間の尊厳と権利を擁護できる倫理観を備え、人々を尊重する態度で行動できる。

2. 科学的思考力
・細胞レベルの「ヒト」、1 人の個体としての「人」、人間関係や社会の中で生きる「人間」を、包括的に理解
するための知識を備えている。

・ 本質を追求するための姿勢を身につけ、現象を科学的にとらえ分析的、総合的に考察できる力を備えている。
・論理的な思考に基づいて、課題を解決する力を備えている。

3. 看護の基盤となる専門知識・技能
・看護を遂行するための幅広い知識、原理原則に基づいた基本的な看護技術を修得し、対象者のニーズに合
わせて応用できる。

・人々の健康の保持増進、疾病予防・回復の促進のために必要な看護を指導のもとに実施できる。
・自分の看護観を述べることができる。

4. 連携協働・リーダーシップ
・保健・医療・福祉チームの一員として連携協働の必要性を理解できる。
・マネジメントの知識を持ち、多様な職種や人々と連携・協働する基礎力を備える。
・組織やチームの一員として活動する力を備え、リーダーシップをとれる。

5. 地域性・国際性
・地域の環境が人々の生活や健康に及ぼす影響を理解し、看護の在り方を考えることができる。
・多様な文化・言語・社会的背景をもつ人々の価値観を尊重しながらコミュニケーションを図る力を備えて
いる。

・地域や国際社会の健康課題とその背景に関心を持ち、多様な場で看護を展開する素地を持つ。

6. 探究心と創造力
・看護専門職者の自覚をもち、看護の本質への高い関心と専門性探究の意欲を持つことができる。
・指導の下で看護の質の向上に資する一連の研究過程を理解し、研究を実施できる。
・看護活動とケアの質改善に関心を持つことができる。

4
．科
目
名
を
見
直
し
、
関
係
性
の
強
い
研
究

室
と
の
連
携
で
教
授
内
容
を
整
理

⑴
科
目
名
か
ら
教
育
内
容
が
わ
か
り
や
す
い
よ

う
に
し
ま
し
た
。
例
え
ば
、「
薬
物
生
体
反
応

論
」
を
「
薬
理
学
」
と
し
、「
生
体
構
造
論
」「
生

体
機
能
論
」
は
構
造
と
機
能
を
同
時
平
行
で

教
授
し
て
い
る
た
め
「
生
体
構
造
・
機
能
論
」

と
す
る
な
ど
で
す
。

⑵
指
定
規
則
と
本
学
の
対
比
表
を
作
成
し
、
本

学
が
ど
の
領
域
が
強
化
さ
れ
、
ど
の
領
域
が

不
足
気
味
で
あ
る
の
か
を
全
教
員
で
共
有
し

ま
し
た
。
社
会
学
の
領
域
は
、
新
た
な
科
目

を
創
設
し
補
強
し
ま
し
た
。

⑶
研
究
室
毎
の
受
け
持
ち
科
目
を
見
直
し
、
研

究
室
が
本
来
持
つ
べ
き
特
性
が
よ
り
よ
く
発

揮
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
特
に
指
定
規

則
に
お
い
て
、
成
人
看
護
学
と
看
護
ア
セ
ス

メ
ン
ト
学
の
担
当
科
目
を
見
直
し
、
今
回
か

ら
成
人
看
護
学
の
科
目
を
本
来
実
施
す
べ
き

成
人
・
老
年
看
護
学
研
究
室
で
担
当
す
る
よ

う
に
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
成
人
看
護
学
は

成
人
期
の
人
々
へ
の
エ
ビ
デ
ン
ス
の
あ
る
看

護
実
践
力
を
一
層
強
化
し
ま
す
。
手
術
や
急

激
な
症
状
変
化
の
疾
病
を
持
っ
た
人
、
一
生

涯
の
治
療
が
必
要
な
人
な
ど
、
健
康
障
害
の

あ
る
「
人
」
へ
の
療
養
生
活
の
援
助
、
診
療

の
補
助
を
遂
行
で
き
る
よ
う
、
理
論
、
技
術
、

思
考
を
磨
い
て
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
保
健
管
理
学
研
究
室
と
地
域
看
護

学
研
究
室
の
科
目
を
整
理
し
ま
し
た
。

　
本
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
学
修
し
た
学
生
は
、
本

学
が
大
切
に
し
て
き
た
伝
統
を
引
き
継
ぎ
つ
つ
、

豊
か
な
感
性
と
倫
理
観
を
も
ち
、
看
護
学
の
新

た
な
知
を
創
造
で
き
る
よ
う
自
己
研
鑽
し
、
看

護
専
門
職
と
し
て
社
会
に
貢
献
で
き
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

2
0
2
2
年
度
入
学
生
か
ら
新
し
い
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
な
り
ま
す

そ
の
ね
ら
い
と
改
正
の
経
緯

藤
内
美
保
　（
看
護
ア
セ
ス
メ
ン
ト
学
研
究
室 

教
授
、前
・
学
部
長
）

表1▶DPキーワード・下位項目
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成人 /老年 /
母性 /小児 /
精神 /看護学実習

表2▶学部教育のカリキュラム

教育
目標

ディプロマ
ポリシー

アドミッションポリシー 感性 /思考力 /主体性
人間科学 基礎看護科学 専門看護学 広域看護学 統合分野

心豊かな
人間性と倫理観

地域性
国際性

連携協働
リーダーシップ

看護の基盤となる
専門知識・技術科学的思考 探究心

創造力

人・人間を総合的に
理解する能力の育成

感性・倫理観の
育成

エビデンスに基づく判断・
看護実践能力の育成

社会資源の活用・
調整能力の育成

国際的視点の
創生育成能力の育成

マネジメント能力の
育成

4
年
生

3
年
生

2
年
生

1
年
生

応
用
技
術
演
習

予
防
的
家
庭
訪
問
実
習

養
護
教
諭
一
種
養
成
課
程

　希
望
者

臨
床
技
術
演
習

基
礎
技
術
演
習

卒業研究

・ヒトの理解
・人の理解
・人間の理解
・科学的思考
・社会・環境の理解

・看護理論・原理原則
・ケアのエビデンス
・人間の尊厳尊重
・関心/探求心
・観察・判断・感性
・クリティカル
 シンキング

生体科学科目群
生体反応学科目群
健康運動学科目群
人間関係学科目群
環境保健学科目群
健康情報科学科目群
言語学科目群

基礎看護科目群
看護アセスメント
学科目群

健康科学実験 進級試験

成人・老年看護学
科目群
小児看護学科目群
母性看護学科目群
精神看護学科目群

・対象に応じた
  看護実践能力
・個別性の尊重
・社会システム
・チーム医療
・問題解決能力
・理論と実践の統合

・多様な健康ニーズ
・住民の健康問題の
 判断と解決
・国際的視野で考察
・国際交流
・社会資源の活用
地域看護学科目群
在宅看護学科目群
国際看護学科目群

災害看護学
看護管理学
看護政策論
看護科学研究

地域看護学実習
在宅看護学実習

総合看護学
実習

・統合力・応用力
・探究力・分析力
・リーダシップ能力
・マネジメント能力

基礎看護学実習

老年看護学実習

看護アセスメント学実習

6
項
目
で
す
。
卒
業
時
に
、
各
D
P
の
能
力
が

身
に
付
い
て
い
る
か
を
評
価
で
き
る
よ
う
に
、Ｄ

Ｐ
ご
と
に
細
項
目
を
示
し
ま
し
た
（
表
1
）。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
が
、
開
学
以
来
、
堅
持
し
て
き

た
教
育
目
標
と
合
致
し
て
い
る
こ
と
も
確
認
し

ま
し
た
。
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■ 予防的家庭訪問実習
令和3年度第1回運営会議
予防的家庭訪問実習は、地域のステー
クホルダーの皆様に運営委員になってい
ただき、実習運営について助言をいただい
ております。毎年2回開催している運営会
議ですが、昨年度は、新型コロナウイルス
感染症の感染拡大で開催を見合わせてお
りました。7月26日（月）に約1年半ぶりに開
催することができ、貴重なご意見を頂戴す
ることができました。

■ オンライン学生交流
8月5日（木） MOU締結校である韓国の
Inha大学と初めて「オンライン学生交流」
を開催しました。双方の大学から各16名、
総勢32名の学生が参加し、元気に交流し
ました。

■ 大分県信用組合と包括連携
協定を締結
7月2日（金）に大分県信用組合と地方創
生に関する包括連携協定を締結しました。
県民への健康診査の受信啓発や大分
県内の事業所の健康経営の支援ならびに
県民の健康寿命の延伸を目指し、地域社
会の発展に寄与してまいります。

■ Webオープンキャンパス
7月18日（日）にWebオープンキャンパスを

実施しました。大学紹介や入試概要説明の
他、本学在学生からのメッセージや合格体
験談、さらにはLIVE配信限定企画の本学
教員の模擬授業などの企画があり、当日は
約170名の方々にご参加いただきました。
また、Webオープンキャンパスの企画の
一部と大学紹介DVDを後日配信動画とし
て8月上旬から10月末まで本学HP上で公
開いたしました。

■ 広域看護学コース
「地域マネジメント実習」
成果報告会
9月30日に大学院広域看護学コース1年
次生の「地域マネジメント実習」成果報告
会を開催しました。この実習は、家庭訪問
や地区踏査を通して地域住民と接し、地
域の生活や保健行動の実態・特徴を把握
し、支援の方法を考えていきますが、大学
院生は、それぞれの実習地での成果を発
表しました。
参加して下さった保健師からは、「大学
院生の実習内容、発
表に刺激を受けまし
た！！」などの感想も
頂き、有意義な成果
報告会となりました。

■ 予防的家庭訪問実習の再開
新型コロナウイルスの感染拡大で休止を
していた予防的家庭訪問実習を10月20日
から再開しました。
50チーム109名の学生が協力者様のお
宅に訪問実習を行いました。そのうち5つ
のチームでは、学内にいる学生もオンライ
ンで訪問実習に参加をしました。

■ オンライン公開講座
9月11日（土）にオンライン公開講座を開
催しました。今回のテーマは「ステイホーム
の今だからこそアラフォーから足腰の健
康を考えよう！－健康寿命日本一の実現
－」です。
講師は本学の稲垣敦先生とNHK「みん
なで筋肉体操」でおなじみの近畿大学の
谷本道哉先生でした。
参加人数は100人を超え、オンライン形
式の公開講座でありながら、みんなで実際
に筋トレをする場面もあり、質疑応答の時
間に収まりきらない程のご質問も頂き、大
盛況のうちに終了いたしました。

大 学
の 今

法
人
評
価
委
員
会
に
て

「
S
評
価
」
を
獲
得

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

卒
業
生
就
職
進
路
動
向

令
和
3
年
度
大
分
県
地
方
独
立
行
政
法
人
評

価
委
員
会
が
、
7
月
13
日
（
火
）
に
大
分
県
庁
で

開
催
さ
れ
、
6
年
間
の
中
期
計
画
の
3
年
目
に

当
た
る
令
和
2
年
度
の
実
務
実
績
が
評
価
さ
れ

ま
し
た
。
毎
年
、
こ
の
た
め
に
業
務
の
実
績
に
関

す
る
報
告
書
を
作
成
し
、
理
事
が
県
内
外
の
教

育
界
や
経
済
界
か
ら
の
外
部
評
価
委
員
を
個
別

に
訪
問
し
て
実
施
状
況
を
説
明
し
に
伺
い
ま
す
。

法
人
評
価
委
員
会
当
日
は
、
外
部
評
価
委
員

と
評
価
委
員
会
事
務
局
を
務
め
る
大
分
県
行
政

企
画
課
、
本
学
を
所
管
し
て
い
る
医
療
政
策
課
、

そ
し
て
本
学
か
ら
は
学
長
、
理
事
、
事
務
局
6

名
が
出
席
し
ま
し
た
。
は
じ
め
に
、
村
嶋
理
事

長
が
本
学
の
概
要
と
令
和
2
年
度
計
画
の
実
施

状
況
を
報
告
し
、
そ
の
後
、
評
価
委
員
か
ら
の

質
問
を
受
け
ま
し
た
。
58
の
中
期
計
画
に
基
づ

い
た
1
2
1
の
年
度
計
画
の
実
施
状
況
か
ら
評

価
さ
れ
た
結
果
、
大
学
全
体
で
取
り
組
ん
だ
抜

本
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
、
多
く
の
卒
業
生
・

修
了
生
が
県
内
の
医
療
機
関
や
自
治
体
に
就
職

し
、
地
域
医
療
に
貢
献
し
た
点
、
保
健
医
療
福

祉
関
係
の
委
員
会
へ
教
員
を
派
遣
し
、
様
々
な

問
題
解
決
に
貢
献
し
た
点
、
自
己
学
習
能
力
を

高
め
る
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
工
夫
、
学
外
の
有
識

者
を
含
む
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
オ
フ
ィ
ス
の
設
置
、

看
護
師
・
保
健
師
の
国
家
試
験
合
格
1
0
0
％
、

県
内
企
業
と
の
共
同
研
究
等
が
高
く
評
価
さ
れ
、

コ
ロ
ナ
禍
に
も
関
わ
ら
ず
、「
教
育
研
究
」
の
項

目
で
S
評
価
（
＝
特
筆
す
べ
き
進
行
状
況
）
を
頂

き
ま
し
た
。
そ
の
他
4
つ
の
大
項
目
（「
業
務
運

営
」「
財
務
内
容
」「
自
己
点
検
・
評
価
及
び
情
報

提
供
」「
そ
の
他
」）
も
A
評
価
（
＝
計
画
ど
お
り
）

6
月
か
ら
9
月
に
か
け
て
、
本
学
の
学
生
及

び
教
職
員
等
に
対
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
実
施
し
ま
し
た
。

県
立
病
院
か
ら
医
療
従
事
者
枠
と
し
て
い
た

だ
い
た
ワ
ク
チ
ン
を
、
6
月
23
日
（
1
回
目
）
と

7
月
14
日
（
2
回
目
）
に
、
学
校
医
で
あ
る
岩
波

ク
リ
ニ
ッ
ク
の
岩
波
院
長
の
ご
協
力
の
も
と
、
学

内
の
医
師
、
看
護
師
及
び
薬
剤
師
の
資
格
を
持

つ
教
員
が
、
実
習
の
近
い
学
部
生
、
院
生
及
び
教

員
、
計
1
1
4
名
に
対
し
て
学
内
で
接
種
し
ま

し
た
。

職
域
接
種
と
し
て
は
、
大
分
大
学
挾
間
キ
ャ

ン
パ
ス
で
、
1
回
目
を
8
月
16
日
と
18
日
、
2
回

目
を
9
月
13
日
と
15
日
に
、
学
部
生
、
院
生
、
教

職
員
及
び
教
職
員
の
家
族
等
、
計
2
3
3
人
に

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
集
団
接
種
と
、
個
人
ご
と
の
自
治

体
の
集
団
接
種
会
場
や
医
療
機
関
で
受
け
た
個

別
接
種
を
合
わ
せ
、
学
内
の
約
90
％
に
対
し
て
、

2
回
の
接
種
が
完
了
し
ま
し
た
。
多
く
の
構
成

員
が
接
種
を
完
了
し
た
こ
と
に
よ
り
、
大
分
県

が
ス
テ
ー
ジ
Ⅲ
か
ら
Ⅱ
に
な
っ
た
時
点
で
、
対
面

授
業
を
再
開

で
き
ま
し
た
。

今
後
も
感
染

対
策
を
徹
底

し
な
が
ら
、
学

生
が
、
通
常

の
、
そ
し
て
、

よ
り
豊
か
な

学
生
生
活
を

送
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、

努
力
し
て
ま

い
り
ま
す
。

令
和
3
年
　
C
o
v
i
d
‐
19
に
揺
れ
た
1

年
が
暮
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

4
月
に
巣
立
っ
て
い
っ
た
本
学
の
卒
業
生
た

ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
居
場
所
で
周
囲
の
人
た
ち

に
見
守
ら
れ
な
が
ら
少
し
ず
つ
成
長
し
て
い
る

こ
と
で
し
ょ
う
。
4
年
次
の
実
習
の
ほ
と
ん
ど

が
学
内
演
習
に
代
わ
り
、
不
安
な
気
持
ち
を
希

望
に
載
せ
て
巣
立
っ
て
い
っ
た
皆
さ
ん
の
こ
れ

か
ら
の
活
躍
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

令
和
2
年
度
の
就
職
進
路
状
況
は
別
表
の
と

お
り
で
す
。
卒
業
生
81
名
の
85
％
が
就
職
し
、

12
％
が
進
学
し
ま
し
た
が
、
県
内
へ
の
就
職
率

が
50
％
を
下
回
る
結
果
と
な
っ
た
こ
と
は
残
念

で
し
た
。
福
岡
県
及
び
関
東
圏
に
あ
る
4
0
0

床
以
上
の
急
性
期
総
合
病
院
等
へ
の
就
職
が
微

増
し
て
い
る
よ
う
で
し
た
。
学
生
は
ま
ず
生
活

の
拠
点
を
置
く
地
域
を
決
め
、
そ
こ
か
ら
病
院

学内での接種の様子

で
あ
り
、
中
期
計
画
の
3
年
目
と
し
て
は
高
い

評
価
を
頂
き
ま
し
た
。
今
後
も
、
学
生
や
地
域

に
と
っ
て
魅
力
あ
る
大
学
づ
く
り
に
向
け
て
、
積

極
的
に
工
夫
や
改
革
を
進
め
て
参
り
ま
す
。 

を
決
め
て
い
く
と
い
う
傾
向
に
あ
る
よ
う
で
、

地
域
の
魅
力
が
勝
っ
た
結
果
だ
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
県
内
で
は
、
大
分
県
立
病
院
、
大
分
大
学

附
属
病
院
、
大
分
赤
十
字
病
院
等
実
習
で
多
く

の
時
間
お
世
話
に
な
る
病
院
で
か
つ
先
輩
た
ち

も
多
く
就
職
し
て
い
る
病
院
に
集
中
し
て
い
る

傾
向
に
あ
り
ま
し
た
。
地
域
医
療
を
担
っ
て
い

る
湯
布
院
病
院
、
南
海
医
療
セ
ン
タ
ー
へ
の
就

職
も
あ
り
ま
し
た
。

大
分
県
に
は
地
域
に
密
着
し
た
病
院
が
多
く

あ
り
、
今
後
は
国
の
施
策
で
あ
る
地
域
医
療
構

想
の
も
と
、
ま
す
ま
す
地
域
に
根
差
し
た
病
院

の
存
在
感
が
増
し
て
く
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
そ
ん
な
地
域
の
病
院
で
本
学
の
卒
業
生
が

地
域
住
民
の
健
康
増
進
に
果
た
す
役
割
は
大
き

く
、
県
民
の
期
待
も
大
き
い
と
考
え
ま
す
。
県
民

の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
大
分
県
医
療
政

策
課
と
連
携
し
な
が
ら
、
本
学
学
生
に
大
分
県

の
魅
力
を
伝
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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T O P I C S ［トピックス］

■ 予防的家庭訪問実習
令和3年度第1回運営会議
予防的家庭訪問実習は、地域のステー
クホルダーの皆様に運営委員になってい
ただき、実習運営について助言をいただい
ております。毎年2回開催している運営会
議ですが、昨年度は、新型コロナウイルス
感染症の感染拡大で開催を見合わせてお
りました。7月26日（月）に約1年半ぶりに開
催することができ、貴重なご意見を頂戴す
ることができました。

■ オンライン学生交流
8月5日（木） MOU締結校である韓国の
Inha大学と初めて「オンライン学生交流」
を開催しました。双方の大学から各16名、
総勢32名の学生が参加し、元気に交流し
ました。

■ 大分県信用組合と包括連携
協定を締結
7月2日（金）に大分県信用組合と地方創
生に関する包括連携協定を締結しました。
県民への健康診査の受信啓発や大分
県内の事業所の健康経営の支援ならびに
県民の健康寿命の延伸を目指し、地域社
会の発展に寄与してまいります。

■ Webオープンキャンパス
7月18日（日）にWebオープンキャンパスを

実施しました。大学紹介や入試概要説明の
他、本学在学生からのメッセージや合格体
験談、さらにはLIVE配信限定企画の本学
教員の模擬授業などの企画があり、当日は
約170名の方々にご参加いただきました。
また、Webオープンキャンパスの企画の
一部と大学紹介DVDを後日配信動画とし
て8月上旬から10月末まで本学HP上で公
開いたしました。

■ 広域看護学コース
「地域マネジメント実習」
成果報告会
9月30日に大学院広域看護学コース1年
次生の「地域マネジメント実習」成果報告
会を開催しました。この実習は、家庭訪問
や地区踏査を通して地域住民と接し、地
域の生活や保健行動の実態・特徴を把握
し、支援の方法を考えていきますが、大学
院生は、それぞれの実習地での成果を発
表しました。
参加して下さった保健師からは、「大学
院生の実習内容、発
表に刺激を受けまし
た！！」などの感想も
頂き、有意義な成果
報告会となりました。

■ 予防的家庭訪問実習の再開
新型コロナウイルスの感染拡大で休止を
していた予防的家庭訪問実習を10月20日
から再開しました。
50チーム109名の学生が協力者様のお
宅に訪問実習を行いました。そのうち5つ
のチームでは、学内にいる学生もオンライ
ンで訪問実習に参加をしました。

■ オンライン公開講座
9月11日（土）にオンライン公開講座を開
催しました。今回のテーマは「ステイホーム
の今だからこそアラフォーから足腰の健
康を考えよう！－健康寿命日本一の実現
－」です。
講師は本学の稲垣敦先生とNHK「みん
なで筋肉体操」でおなじみの近畿大学の
谷本道哉先生でした。
参加人数は100人を超え、オンライン形
式の公開講座でありながら、みんなで実際
に筋トレをする場面もあり、質疑応答の時
間に収まりきらない程のご質問も頂き、大
盛況のうちに終了いたしました。

大 学
の 今

法
人
評
価
委
員
会
に
て

「
S
評
価
」
を
獲
得

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

卒
業
生
就
職
進
路
動
向

令
和
3
年
度
大
分
県
地
方
独
立
行
政
法
人
評

価
委
員
会
が
、
7
月
13
日
（
火
）
に
大
分
県
庁
で

開
催
さ
れ
、
6
年
間
の
中
期
計
画
の
3
年
目
に

当
た
る
令
和
2
年
度
の
実
務
実
績
が
評
価
さ
れ

ま
し
た
。
毎
年
、
こ
の
た
め
に
業
務
の
実
績
に
関

す
る
報
告
書
を
作
成
し
、
理
事
が
県
内
外
の
教

育
界
や
経
済
界
か
ら
の
外
部
評
価
委
員
を
個
別

に
訪
問
し
て
実
施
状
況
を
説
明
し
に
伺
い
ま
す
。

法
人
評
価
委
員
会
当
日
は
、
外
部
評
価
委
員

と
評
価
委
員
会
事
務
局
を
務
め
る
大
分
県
行
政

企
画
課
、
本
学
を
所
管
し
て
い
る
医
療
政
策
課
、

そ
し
て
本
学
か
ら
は
学
長
、
理
事
、
事
務
局
6

名
が
出
席
し
ま
し
た
。
は
じ
め
に
、
村
嶋
理
事

長
が
本
学
の
概
要
と
令
和
2
年
度
計
画
の
実
施

状
況
を
報
告
し
、
そ
の
後
、
評
価
委
員
か
ら
の

質
問
を
受
け
ま
し
た
。
58
の
中
期
計
画
に
基
づ

い
た
1
2
1
の
年
度
計
画
の
実
施
状
況
か
ら
評

価
さ
れ
た
結
果
、
大
学
全
体
で
取
り
組
ん
だ
抜

本
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
、
多
く
の
卒
業
生
・

修
了
生
が
県
内
の
医
療
機
関
や
自
治
体
に
就
職

し
、
地
域
医
療
に
貢
献
し
た
点
、
保
健
医
療
福

祉
関
係
の
委
員
会
へ
教
員
を
派
遣
し
、
様
々
な

問
題
解
決
に
貢
献
し
た
点
、
自
己
学
習
能
力
を

高
め
る
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
工
夫
、
学
外
の
有
識

者
を
含
む
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
オ
フ
ィ
ス
の
設
置
、

看
護
師
・
保
健
師
の
国
家
試
験
合
格
1
0
0
％
、

県
内
企
業
と
の
共
同
研
究
等
が
高
く
評
価
さ
れ
、

コ
ロ
ナ
禍
に
も
関
わ
ら
ず
、「
教
育
研
究
」
の
項

目
で
S
評
価
（
＝
特
筆
す
べ
き
進
行
状
況
）
を
頂

き
ま
し
た
。
そ
の
他
4
つ
の
大
項
目
（「
業
務
運

営
」「
財
務
内
容
」「
自
己
点
検
・
評
価
及
び
情
報

提
供
」「
そ
の
他
」）
も
A
評
価
（
＝
計
画
ど
お
り
）

6
月
か
ら
9
月
に
か
け
て
、
本
学
の
学
生
及

び
教
職
員
等
に
対
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
実
施
し
ま
し
た
。

県
立
病
院
か
ら
医
療
従
事
者
枠
と
し
て
い
た

だ
い
た
ワ
ク
チ
ン
を
、
6
月
23
日
（
1
回
目
）
と

7
月
14
日
（
2
回
目
）
に
、
学
校
医
で
あ
る
岩
波

ク
リ
ニ
ッ
ク
の
岩
波
院
長
の
ご
協
力
の
も
と
、
学

内
の
医
師
、
看
護
師
及
び
薬
剤
師
の
資
格
を
持

つ
教
員
が
、
実
習
の
近
い
学
部
生
、
院
生
及
び
教

員
、
計
1
1
4
名
に
対
し
て
学
内
で
接
種
し
ま

し
た
。

職
域
接
種
と
し
て
は
、
大
分
大
学
挾
間
キ
ャ

ン
パ
ス
で
、
1
回
目
を
8
月
16
日
と
18
日
、
2
回

目
を
9
月
13
日
と
15
日
に
、
学
部
生
、
院
生
、
教

職
員
及
び
教
職
員
の
家
族
等
、
計
2
3
3
人
に

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
集
団
接
種
と
、
個
人
ご
と
の
自
治

体
の
集
団
接
種
会
場
や
医
療
機
関
で
受
け
た
個

別
接
種
を
合
わ
せ
、
学
内
の
約
90
％
に
対
し
て
、

2
回
の
接
種
が
完
了
し
ま
し
た
。
多
く
の
構
成

員
が
接
種
を
完
了
し
た
こ
と
に
よ
り
、
大
分
県

が
ス
テ
ー
ジ
Ⅲ
か
ら
Ⅱ
に
な
っ
た
時
点
で
、
対
面

授
業
を
再
開

で
き
ま
し
た
。

今
後
も
感
染

対
策
を
徹
底

し
な
が
ら
、
学

生
が
、
通
常

の
、
そ
し
て
、

よ
り
豊
か
な

学
生
生
活
を

送
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、

努
力
し
て
ま

い
り
ま
す
。

令
和
3
年
　
C
o
v
i
d
‐
19
に
揺
れ
た
1

年
が
暮
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

4
月
に
巣
立
っ
て
い
っ
た
本
学
の
卒
業
生
た

ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
居
場
所
で
周
囲
の
人
た
ち

に
見
守
ら
れ
な
が
ら
少
し
ず
つ
成
長
し
て
い
る

こ
と
で
し
ょ
う
。
4
年
次
の
実
習
の
ほ
と
ん
ど

が
学
内
演
習
に
代
わ
り
、
不
安
な
気
持
ち
を
希

望
に
載
せ
て
巣
立
っ
て
い
っ
た
皆
さ
ん
の
こ
れ

か
ら
の
活
躍
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

令
和
2
年
度
の
就
職
進
路
状
況
は
別
表
の
と

お
り
で
す
。
卒
業
生
81
名
の
85
％
が
就
職
し
、

12
％
が
進
学
し
ま
し
た
が
、
県
内
へ
の
就
職
率

が
50
％
を
下
回
る
結
果
と
な
っ
た
こ
と
は
残
念

で
し
た
。
福
岡
県
及
び
関
東
圏
に
あ
る
4
0
0

床
以
上
の
急
性
期
総
合
病
院
等
へ
の
就
職
が
微

増
し
て
い
る
よ
う
で
し
た
。
学
生
は
ま
ず
生
活

の
拠
点
を
置
く
地
域
を
決
め
、
そ
こ
か
ら
病
院

学内での接種の様子

で
あ
り
、
中
期
計
画
の
3
年
目
と
し
て
は
高
い

評
価
を
頂
き
ま
し
た
。
今
後
も
、
学
生
や
地
域

に
と
っ
て
魅
力
あ
る
大
学
づ
く
り
に
向
け
て
、
積

極
的
に
工
夫
や
改
革
を
進
め
て
参
り
ま
す
。 

を
決
め
て
い
く
と
い
う
傾
向
に
あ
る
よ
う
で
、

地
域
の
魅
力
が
勝
っ
た
結
果
だ
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
県
内
で
は
、
大
分
県
立
病
院
、
大
分
大
学

附
属
病
院
、
大
分
赤
十
字
病
院
等
実
習
で
多
く

の
時
間
お
世
話
に
な
る
病
院
で
か
つ
先
輩
た
ち

も
多
く
就
職
し
て
い
る
病
院
に
集
中
し
て
い
る

傾
向
に
あ
り
ま
し
た
。
地
域
医
療
を
担
っ
て
い

る
湯
布
院
病
院
、
南
海
医
療
セ
ン
タ
ー
へ
の
就

職
も
あ
り
ま
し
た
。

大
分
県
に
は
地
域
に
密
着
し
た
病
院
が
多
く

あ
り
、
今
後
は
国
の
施
策
で
あ
る
地
域
医
療
構

想
の
も
と
、
ま
す
ま
す
地
域
に
根
差
し
た
病
院

の
存
在
感
が
増
し
て
く
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
そ
ん
な
地
域
の
病
院
で
本
学
の
卒
業
生
が

地
域
住
民
の
健
康
増
進
に
果
た
す
役
割
は
大
き

く
、
県
民
の
期
待
も
大
き
い
と
考
え
ま
す
。
県
民

の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
大
分
県
医
療
政

策
課
と
連
携
し
な
が
ら
、
本
学
学
生
に
大
分
県

の
魅
力
を
伝
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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卒
業
生
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

私
は
平
成
31
年
度
に
本
学

を
卒
業
し
、
看
護
師
と
し
て

勤
務
し
3
年
目
に
な
り
ま

す
。
現
在
、
内
科
病
棟
で
勤

務
し
て
い
ま
す
。
私
は
本
学

に
入
学
し
た
当
初
、
産
婦
人

科
に
興
味
を
持
っ
て
い
ま
し

た
が
、
本
学
で
老
年
看
護
を

学
び
、
予
防
的
家
庭
訪
問
実

習
な
ど
を
通
し
て
高
齢
者
の

方
々
と
関
わ
る
中
で
、
地
域

の
高
齢
者
の
方
々
に
寄
り
添

う
看
護
を
提
供
し
た
い
と
思

い
、
当
院
へ
就
職
し
ま
し
た
。

内
科
病
棟
で
は
、
内
科
疾

患
全
般
を
対
象
と
し
て
い
る

た
め
、
疾
患
や
病
態
、
治
療

も
多
岐
に
わ
た
り
、
日
々
の

勉
強
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
勉
強
だ
け
で
は
培
う

こ
と
の
で
き
な
い
、
処
置
や

ケ
ア
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
は
先
輩
看
護
師
の
姿

を
参
考
に
し
な
が
ら
工
夫
し

て
い
ま
す
。
新
人
の
頃
は
、

業
務
に
追
わ
れ
て
余
裕
が
な

く
な
っ
て
し
ま
う
時
も
あ
り

ま
し
た
が
、
現
在
は
、
自
立

し
て
で
き
る
こ
と
も
増
え
て

き
て
お
り
、
自
信
に
も
つ
な

1
日
、
何
歩
、
歩
い
て
い
ま
す
か
？

特
定
健
康
診
査
、
い
わ
ゆ
る
「
健
診
」
の

デ
ー
タ
分
析
研
究
か
ら
試
算
さ
れ
た
１
歩
の
値
段

日
本
の
総
医
療
費
は
、
年
間

43
兆
円
に
の
ぼ
り
ま
す
。
そ
の

う
ち
、
生
活
習
慣
病
に
関
連
す

る
医
療
費
は
約
9
兆
円
と
年
々

増
加
し
て
い
ま
す
。
少
子
高
齢

化
の
日
本
に
お
い
て
医
療
費
の

増
加
は
重
要
な
課
題
で
す
。

こ
の
課
題
の
解
決
た
め
に
、

2
0
0
8
年
に
40
歳
以
上
の
全

国
民
に
対
し
て
「
特
定
健
康
診

査
・
特
定
保
健
指
導
」
が
導
入

さ
れ
10
年
ほ
ど
経
過
し
ま
し
た
。

特
定
健
診
は
、
肥
満
を
中
心
に

生
活
習
慣
病
と
な
る
リ
ス
ク
を

早
期
に
発
見
・
予
防
し
、
将
来

の
医
療
費
を
抑
制
す
る
狙
い
が

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
生
活
習

慣
病
は
、
一
つ
の
決
定
的
な
要

た
。
こ
の
体
型
の
変
化
は
男
女

と
も
に
同
様
の
結
果
で
し
た
。

一
般
的
に
は
、
肥
満
予
防
と
し

て
体
重
や
B
M
I
を
気
に
す
る

傾
向
に
あ
り
ま
す
よ
ね
。
今
回

の
研
究
結
果
か
ら
は
、年
を
と
っ

た
ら
腹
囲
を
中
心
に
体
調
管
理

を
す
る
と
健
康
に
よ
り
良
い
こ

と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

医
療
費
の
面
か
ら
み
て
み
る

と
、
加
齢
と
20
歳
時
の
体
重
よ

り
10
㎏
増
加
し
て
い
る
こ
と
は
、

医
療
費
の
増
加
に
影
響
す
る
よ

う
で
す
。
一
方
で
、
1
日
1
時

間
の
歩
行
の
習
慣
は
医

療
費
の
抑
制
に
繋
が
る

と
い
う
結
果
を
得
ま
し

た
。
歩
行
習
慣
の
有
無

で
5
年
間
の
累
計
医
療

費
を
推
定
す
る
と
、
75

歳
時
に
は
19
万
円
の
差

と
な
る
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
（
下
図
）。

さ
ら
に
1
日
の
1
時

間
の
歩
行
を
8
0
0
0

歩
と
仮
定
す
る
と
、1
歩

あ
た
り
0
・0
0
5
2
5
円

の
抑
制
と
試
算
さ
れ
ま

す
。
1
歩
は
ご
く
僅
か

な
価
値
で
す
が
、
10
年

間
で
は
、
な
ん
と
約
14

地
域
看
護
学
研
究
室 

助
教

小
野

　治
子
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因
で
決
ま
る
の
で
は
く
、
数
多

く
の
生
活
習
慣
の
積
み
重
ね
が

関
わ
っ
て
き
ま
す
。
ま
た
、
加

齢
も
大
き
く
影
響
し
、
誰
も
が

避
け
て
は
通
れ
な
い
道
と
な
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。

現
在
、
私
は
、
地
域
に
お
け

る
経
年
的
な
健
診
結
果
や
医
療

費
の
デ
ー
タ
を
用
い
た
研
究
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
人
は
時

間
と
と
も
に
、
ど
の
よ
う
に
生

活
習
慣
が
変
化
す
る
の
か
、
体

型
は
ど
の
よ
う
に
変
化
す
る
の

か
、
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
変
化

は
医
療
費
へ
ど
の
よ
う
に
影
響

す
る
の
か
な
ど
の
分
析
研
究
を

行
っ
て
い
ま
す
。

多
く
の
方
々
は
、
自
分
は
比

較
的
良
好
な
生
活
習
慣
を
過
ご

し
て
い
る
と
自
負
さ
れ
て
い
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
し

か
し
、
研
究
結
果
か
ら
は
定
期

的
な
運
動
習
慣
が
あ
る
方
の
割

合
は
全
体
の
40
％
と
少
な
い
現

状
に
あ
り
ま
し
た
。
加
齢
と
と

も
に
体
重
は
減
少
傾
向
と
な
り
、

腹
囲
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
し

万
円
に
!
。
歩
く
こ
と
は
下
肢

の
筋
肉
の
維
持
と
と
も
に
、
医

療
費
の
節
約
に
繋
が
り
ま
す
。

最
近
、
健
康
寿
命
を
延
ば
す
た

め
に
老
後
に
備
え
て
筋
肉
を
貯

め
る
「
貯
筋
」
と
い
う
言
葉
が

話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、

皆
さ
ん
も
1
歩
か
ら
の
貯
筋
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

お
わ
り
に
、
皆
様
の
健
康
の

維
持
に
お
役
に
立
て
る
よ
う
、

学
生
と
と
も
に
研
究
に
取
り
組

ん
で
参
り
ま
す
。

豊
後
大
野
市
民
病
院

看
護
師

　平
野 
真
彩

私
は
平
成
29
年
に
本
学
を

卒
業
し
、
看
護
師
と
し
て
5
年

目
と
な
り
ま
す
。
現
在
は
血
液

内
科
・
腎
臓
内
科
・
内
分
泌
科
・

放
射
線
科
の
混
合
病
棟
で
勤
務

し
て
い
ま
す
。
県
内
の
急
性
期

医
療
に
携
わ
り
た
く
、
当
院
へ

就
職
し
ま
し
た
。

現
在
病
棟
で
は
、
血
液
疾

患
で
化
学
療
法
を
受
け
ら
れ
る

患
者
さ
ん
や
腎
不
全
で
透
析
導

入
さ
れ
る
患
者
さ
ん
、
糖
尿
病

で
教
育
や
血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

を
受
け
ら
れ
る
患
者
さ
ん
が
主

に
入
院
し
て
い
ま
す
。
化
学
療

法
を
受
け
る
患
者
さ
ん
に
必
要

な
支
援
や
糖
尿
病
の
患
者
さ
ん

に
対
す
る
知
識
の
確
認
や
指
導

な
ど
を
中
心
に
行
っ
て
い
ま

す
。
病
棟
の
ス
タ
ッ
フ
の
中
に

は
、
が
ん
化
学
療
法
認
定
看
護

師
や
が
ん
性
疼
痛
看
護
認
定
看

護
師
、
糖
尿
病
療
養
士
な
ど
の

資
格
を
有
し
た
専
門
性
の
高
い

看
護
師
も
勤
務
し
て
お
り
、
薬

剤
師
、
リ
ハ
ビ
リ
な
ど
の
他
職

種
と
も
協
働
し
な
が
ら
質
の
高

い
看
護
が
提
供
で
き
る
よ
う
に

日
々
努
力
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
安
心
し
て
入
院
生
活
を
送

が
っ
て
い
ま
す
。

看
護
業
務
に
慣
れ
て
き
た

頃
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
流
行
に
よ
り
、
医

療
現
場
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
制

限
が
強
い
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
当
院
で
も
ご
家

族
と
面
会
で
き
な
い
方
が
多

く
お
ら
れ
ま
す
。
そ
の
中
で
、

患
者
・
家
族
の
立
場
に
身
を

置
い
て
考
え
、
心
身
と
も
に

寄
り
添
う
こ
と
の
大
切
さ
を

再
認
識
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。本

学
で
学
ん
だ
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
で
す
が
、
本
学
で
と

も
に
学
ん
だ
友
人
た
ち
が
今

も
支
え
に
な
っ
て
い
ま
す
。

全
国
各
地
で
働
く
同
級
生
た

ち
と
リ
モ
ー
ト
で
つ
な
が
り

な
が
ら
、
再
会
で
き
る
日
を

楽
し
み
に
、
こ
の
現
状
を
乗

り
越
え
よ
う
と
思
っ
て
い
ま

す
。こ

れ
か
ら
、
看
護
師
と
し

て
経
験
を
重
ね
て
い
く
中

で
、
様
々
な
役
割
を
担
う
こ

と
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、

看
護
の
本
質
を
探
究
し
な
が

ら
尽
力
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

れ
る
よ
う
に
プ
ラ
イ
マ
リ
ー

ナ
ー
ス
と
し
て
勤
務
の
度
に
、

患
者
さ
ん
の
元
へ
足
を
運
び
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を

通
し
て
信
頼
関
係
を
構
築
す
る

こ
と
や
日
々
の
変
化
を
感
じ
と

り
、
よ
り
良
い
看
護
を
提
供
す

る
こ
と
に
や
り
が
い
を
感
じ
て

い
ま
す
。

5
年
目
で
中
堅
看
護
師
の

立
場
と
な
り
、
リ
ー
ダ
ー
業
務

や
プ
リ
セ
プ
タ
ー
と
い
っ
た
責

任
の
あ
る
仕
事
を
担
う
こ
と
も

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
リ
ー

ダ
ー
業
務
を
通
し
て
チ
ー
ム
が

円
滑
に
業
務
を
遂
行
す
る
た
め

に
、
患
者
さ
ん
の
情
報
を
把
握

し
、
他
の
ス
タ
ッ
フ
に
指
示
を

出
す
な
ど
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
発
揮
で
き
る
よ
う
に
努
力
し

て
い
ま
す
。
プ
リ
セ
プ
タ
ー
で

は
プ
リ
セ
プ
テ
ィ
の
指
導
や
相

談
役
と
な
り
、
上
司
や
先
輩
看

護
師
の
支
援
を
受
け
な
が
ら
、

プ
リ
セ
プ
テ
ィ
が
個
人
と
し
て

成
長
で
き
る
よ
う
に
試
行
錯
誤

し
て
い
ま
す
が
、
同
時
に
自
身

の
学
び
を
深
め
る
こ
と
で
お
互

い
の
成
長
に
繋
が
っ
て
い
る
と

感
じ
て
い
ま
す
。

学
生
時
代
は
勉
強
が
苦
手

で
苦
労
し
ま
し
た
が
、
講
義
や

実
習
な
ど
本
学
で
学
ん
だ
こ
と

が
自
身
の
行
っ
て
い
る
看
護
に

つ
な
が
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い

ま
す
。
今
後
も
看
護
師
と
し
て

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
す
る
た
め
自
己

研
鑽
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

大
分
市
医
師
会
立

ア
ル
メ
イ
ダ
病
院

看
護
師

　網
中 

啓
介

4年次生　渡邉　瑠華4年次生　筒井　優月

　4年次の養護実習では、義務教育学校の前期課程で2週間実習させて
いただき、保健だよりや掲示物の作成・保健指導の実施・来室者への対
応など養護教諭の実際の業務の多くを経験することができました。
　実習を行う中で、養護教諭が先生方や多職種・保護者と情報を共有し
ている場面を何度も見ることができ、一人職である養護教諭だからこ
そ周囲と連携し、チームで協力しながら児童生徒を支えることが重要
であることを学びました。
　また、実際に保健室に来室した児童とかかわってみて、児童は自分の
心身の状態を言葉にすることが難しく、けがや体調不良の原因が分か
らないことが多くありました。そのため、教室に戻すのか、休養や早退
が必要なのかどうかの判断がとても難しく、あらゆる可能性を考慮で
きる知識と技術が必要であることを実感しました。また、養護教諭の声
かけの一つ一つで児童が安心できたり、反対に不安に感じたりするた
め、言葉の選択や言い方、表情などにも注意し、児童
が安心できるような見通しをもった声かけを行う
ことの重要性を学びました。
　これからは実習での学びを活かし、学校全体を捉
える広い視野を持ちながら児童生徒一人一人と丁
寧に向き合える養護教諭を目指していきたいと思
います。

　私は予防的家庭訪問実習での地域住民との関わりを通して、地域に
根ざした看護に興味を持ちました。そこで、総合看護学実習では在宅復
帰に力を入れた回復期病院で実習を行い、学びを得たいと考えました。
　実習では、4年次生ということで教員のいない中、自主的に動くこと
が求められます。自分が何を学びたいか、患者さんの為に何ができるか
を常に考え、看護師を始めとした多職種の方々から話を聞き、日程調整
やケア方針の相談を行いました。その過程で、現場での多職種連携の様
子や必要性について学ぶことができました。
　私は転倒による骨折で手術を行った高齢の患者さんを受け持たせて
いただきました。その方は認知症状がみられ、活動意欲の低下により日
中も寝ていることが殆どでした。本人が希望する在宅復帰のため、自立
した日程管理や活動を行えるように日捲りカレンダーを作り、日時確
認や簡単な運動を共に行いました。その活動を通して楽しそうに笑う
様子を、とても嬉しく感じたのを覚えています。
　実習を通して、その人らしく生活できる環境や、
ご家族への支援とは何かを考え、多くの事を学ぶ機
会を頂けました。将来、患者さんとご家族の心に寄
り添い、安心感を与えられる看護を行えるよう努力
を続けていきたいです。

看護学実習を終えて



卒
業
生
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

私
は
平
成
31
年
度
に
本
学

を
卒
業
し
、
看
護
師
と
し
て

勤
務
し
3
年
目
に
な
り
ま

す
。
現
在
、
内
科
病
棟
で
勤

務
し
て
い
ま
す
。
私
は
本
学

に
入
学
し
た
当
初
、
産
婦
人

科
に
興
味
を
持
っ
て
い
ま
し

た
が
、
本
学
で
老
年
看
護
を

学
び
、
予
防
的
家
庭
訪
問
実

習
な
ど
を
通
し
て
高
齢
者
の

方
々
と
関
わ
る
中
で
、
地
域

の
高
齢
者
の
方
々
に
寄
り
添

う
看
護
を
提
供
し
た
い
と
思

い
、
当
院
へ
就
職
し
ま
し
た
。

内
科
病
棟
で
は
、
内
科
疾

患
全
般
を
対
象
と
し
て
い
る

た
め
、
疾
患
や
病
態
、
治
療

も
多
岐
に
わ
た
り
、
日
々
の

勉
強
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
勉
強
だ
け
で
は
培
う

こ
と
の
で
き
な
い
、
処
置
や

ケ
ア
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
は
先
輩
看
護
師
の
姿

を
参
考
に
し
な
が
ら
工
夫
し

て
い
ま
す
。
新
人
の
頃
は
、

業
務
に
追
わ
れ
て
余
裕
が
な

く
な
っ
て
し
ま
う
時
も
あ
り

ま
し
た
が
、
現
在
は
、
自
立

し
て
で
き
る
こ
と
も
増
え
て

き
て
お
り
、
自
信
に
も
つ
な

1
日
、
何
歩
、
歩
い
て
い
ま
す
か
？

特
定
健
康
診
査
、
い
わ
ゆ
る
「
健
診
」
の

デ
ー
タ
分
析
研
究
か
ら
試
算
さ
れ
た
１
歩
の
値
段

日
本
の
総
医
療
費
は
、
年
間

43
兆
円
に
の
ぼ
り
ま
す
。
そ
の

う
ち
、
生
活
習
慣
病
に
関
連
す

る
医
療
費
は
約
9
兆
円
と
年
々

増
加
し
て
い
ま
す
。
少
子
高
齢

化
の
日
本
に
お
い
て
医
療
費
の

増
加
は
重
要
な
課
題
で
す
。

こ
の
課
題
の
解
決
た
め
に
、

2
0
0
8
年
に
40
歳
以
上
の
全

国
民
に
対
し
て
「
特
定
健
康
診

査
・
特
定
保
健
指
導
」
が
導
入

さ
れ
10
年
ほ
ど
経
過
し
ま
し
た
。

特
定
健
診
は
、
肥
満
を
中
心
に

生
活
習
慣
病
と
な
る
リ
ス
ク
を

早
期
に
発
見
・
予
防
し
、
将
来

の
医
療
費
を
抑
制
す
る
狙
い
が

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
生
活
習

慣
病
は
、
一
つ
の
決
定
的
な
要

た
。
こ
の
体
型
の
変
化
は
男
女

と
も
に
同
様
の
結
果
で
し
た
。

一
般
的
に
は
、
肥
満
予
防
と
し

て
体
重
や
B
M
I
を
気
に
す
る

傾
向
に
あ
り
ま
す
よ
ね
。
今
回

の
研
究
結
果
か
ら
は
、年
を
と
っ

た
ら
腹
囲
を
中
心
に
体
調
管
理

を
す
る
と
健
康
に
よ
り
良
い
こ

と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

医
療
費
の
面
か
ら
み
て
み
る

と
、
加
齢
と
20
歳
時
の
体
重
よ

り
10
㎏
増
加
し
て
い
る
こ
と
は
、

医
療
費
の
増
加
に
影
響
す
る
よ

う
で
す
。
一
方
で
、
1
日
1
時

間
の
歩
行
の
習
慣
は
医

療
費
の
抑
制
に
繋
が
る

と
い
う
結
果
を
得
ま
し

た
。
歩
行
習
慣
の
有
無

で
5
年
間
の
累
計
医
療

費
を
推
定
す
る
と
、
75

歳
時
に
は
19
万
円
の
差

と
な
る
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
（
下
図
）。

さ
ら
に
1
日
の
1
時

間
の
歩
行
を
8
0
0
0

歩
と
仮
定
す
る
と
、1
歩

あ
た
り
0
・0
0
5
2
5
円

の
抑
制
と
試
算
さ
れ
ま

す
。
1
歩
は
ご
く
僅
か

な
価
値
で
す
が
、
10
年

間
で
は
、
な
ん
と
約
14

地
域
看
護
学
研
究
室 

助
教

小
野

　治
子
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因
で
決
ま
る
の
で
は
く
、
数
多

く
の
生
活
習
慣
の
積
み
重
ね
が

関
わ
っ
て
き
ま
す
。
ま
た
、
加

齢
も
大
き
く
影
響
し
、
誰
も
が

避
け
て
は
通
れ
な
い
道
と
な
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。

現
在
、
私
は
、
地
域
に
お
け

る
経
年
的
な
健
診
結
果
や
医
療

費
の
デ
ー
タ
を
用
い
た
研
究
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
人
は
時

間
と
と
も
に
、
ど
の
よ
う
に
生

活
習
慣
が
変
化
す
る
の
か
、
体

型
は
ど
の
よ
う
に
変
化
す
る
の

か
、
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
変
化

は
医
療
費
へ
ど
の
よ
う
に
影
響

す
る
の
か
な
ど
の
分
析
研
究
を

行
っ
て
い
ま
す
。

多
く
の
方
々
は
、
自
分
は
比

較
的
良
好
な
生
活
習
慣
を
過
ご

し
て
い
る
と
自
負
さ
れ
て
い
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
し

か
し
、
研
究
結
果
か
ら
は
定
期

的
な
運
動
習
慣
が
あ
る
方
の
割

合
は
全
体
の
40
％
と
少
な
い
現

状
に
あ
り
ま
し
た
。
加
齢
と
と

も
に
体
重
は
減
少
傾
向
と
な
り
、

腹
囲
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
し

万
円
に
!
。
歩
く
こ
と
は
下
肢

の
筋
肉
の
維
持
と
と
も
に
、
医

療
費
の
節
約
に
繋
が
り
ま
す
。

最
近
、
健
康
寿
命
を
延
ば
す
た

め
に
老
後
に
備
え
て
筋
肉
を
貯

め
る
「
貯
筋
」
と
い
う
言
葉
が

話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、

皆
さ
ん
も
1
歩
か
ら
の
貯
筋
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

お
わ
り
に
、
皆
様
の
健
康
の

維
持
に
お
役
に
立
て
る
よ
う
、

学
生
と
と
も
に
研
究
に
取
り
組

ん
で
参
り
ま
す
。

豊
後
大
野
市
民
病
院

看
護
師

　平
野 

真
彩

私
は
平
成
29
年
に
本
学
を

卒
業
し
、
看
護
師
と
し
て
5
年

目
と
な
り
ま
す
。
現
在
は
血
液

内
科
・
腎
臓
内
科
・
内
分
泌
科
・

放
射
線
科
の
混
合
病
棟
で
勤
務

し
て
い
ま
す
。
県
内
の
急
性
期

医
療
に
携
わ
り
た
く
、
当
院
へ

就
職
し
ま
し
た
。

現
在
病
棟
で
は
、
血
液
疾

患
で
化
学
療
法
を
受
け
ら
れ
る

患
者
さ
ん
や
腎
不
全
で
透
析
導

入
さ
れ
る
患
者
さ
ん
、
糖
尿
病

で
教
育
や
血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

を
受
け
ら
れ
る
患
者
さ
ん
が
主

に
入
院
し
て
い
ま
す
。
化
学
療

法
を
受
け
る
患
者
さ
ん
に
必
要

な
支
援
や
糖
尿
病
の
患
者
さ
ん

に
対
す
る
知
識
の
確
認
や
指
導

な
ど
を
中
心
に
行
っ
て
い
ま

す
。
病
棟
の
ス
タ
ッ
フ
の
中
に

は
、
が
ん
化
学
療
法
認
定
看
護

師
や
が
ん
性
疼
痛
看
護
認
定
看

護
師
、
糖
尿
病
療
養
士
な
ど
の

資
格
を
有
し
た
専
門
性
の
高
い

看
護
師
も
勤
務
し
て
お
り
、
薬

剤
師
、
リ
ハ
ビ
リ
な
ど
の
他
職

種
と
も
協
働
し
な
が
ら
質
の
高

い
看
護
が
提
供
で
き
る
よ
う
に

日
々
努
力
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
安
心
し
て
入
院
生
活
を
送

が
っ
て
い
ま
す
。

看
護
業
務
に
慣
れ
て
き
た

頃
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
流
行
に
よ
り
、
医

療
現
場
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
制

限
が
強
い
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
当
院
で
も
ご
家

族
と
面
会
で
き
な
い
方
が
多

く
お
ら
れ
ま
す
。
そ
の
中
で
、

患
者
・
家
族
の
立
場
に
身
を

置
い
て
考
え
、
心
身
と
も
に

寄
り
添
う
こ
と
の
大
切
さ
を

再
認
識
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。本

学
で
学
ん
だ
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
で
す
が
、
本
学
で
と

も
に
学
ん
だ
友
人
た
ち
が
今

も
支
え
に
な
っ
て
い
ま
す
。

全
国
各
地
で
働
く
同
級
生
た

ち
と
リ
モ
ー
ト
で
つ
な
が
り

な
が
ら
、
再
会
で
き
る
日
を

楽
し
み
に
、
こ
の
現
状
を
乗

り
越
え
よ
う
と
思
っ
て
い
ま

す
。こ

れ
か
ら
、
看
護
師
と
し

て
経
験
を
重
ね
て
い
く
中

で
、
様
々
な
役
割
を
担
う
こ

と
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、

看
護
の
本
質
を
探
究
し
な
が

ら
尽
力
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

れ
る
よ
う
に
プ
ラ
イ
マ
リ
ー

ナ
ー
ス
と
し
て
勤
務
の
度
に
、

患
者
さ
ん
の
元
へ
足
を
運
び
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を

通
し
て
信
頼
関
係
を
構
築
す
る

こ
と
や
日
々
の
変
化
を
感
じ
と

り
、
よ
り
良
い
看
護
を
提
供
す

る
こ
と
に
や
り
が
い
を
感
じ
て

い
ま
す
。

5
年
目
で
中
堅
看
護
師
の

立
場
と
な
り
、
リ
ー
ダ
ー
業
務

や
プ
リ
セ
プ
タ
ー
と
い
っ
た
責

任
の
あ
る
仕
事
を
担
う
こ
と
も

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
リ
ー

ダ
ー
業
務
を
通
し
て
チ
ー
ム
が

円
滑
に
業
務
を
遂
行
す
る
た
め

に
、
患
者
さ
ん
の
情
報
を
把
握

し
、
他
の
ス
タ
ッ
フ
に
指
示
を

出
す
な
ど
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
発
揮
で
き
る
よ
う
に
努
力
し

て
い
ま
す
。
プ
リ
セ
プ
タ
ー
で

は
プ
リ
セ
プ
テ
ィ
の
指
導
や
相

談
役
と
な
り
、
上
司
や
先
輩
看

護
師
の
支
援
を
受
け
な
が
ら
、

プ
リ
セ
プ
テ
ィ
が
個
人
と
し
て

成
長
で
き
る
よ
う
に
試
行
錯
誤

し
て
い
ま
す
が
、
同
時
に
自
身

の
学
び
を
深
め
る
こ
と
で
お
互

い
の
成
長
に
繋
が
っ
て
い
る
と

感
じ
て
い
ま
す
。

学
生
時
代
は
勉
強
が
苦
手

で
苦
労
し
ま
し
た
が
、
講
義
や

実
習
な
ど
本
学
で
学
ん
だ
こ
と

が
自
身
の
行
っ
て
い
る
看
護
に

つ
な
が
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い

ま
す
。
今
後
も
看
護
師
と
し
て

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
す
る
た
め
自
己

研
鑽
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

大
分
市
医
師
会
立

ア
ル
メ
イ
ダ
病
院

看
護
師

　網
中 

啓
介

4年次生　渡邉　瑠華4年次生　筒井　優月

　4年次の養護実習では、義務教育学校の前期課程で2週間実習させて
いただき、保健だよりや掲示物の作成・保健指導の実施・来室者への対
応など養護教諭の実際の業務の多くを経験することができました。
　実習を行う中で、養護教諭が先生方や多職種・保護者と情報を共有し
ている場面を何度も見ることができ、一人職である養護教諭だからこ
そ周囲と連携し、チームで協力しながら児童生徒を支えることが重要
であることを学びました。
　また、実際に保健室に来室した児童とかかわってみて、児童は自分の
心身の状態を言葉にすることが難しく、けがや体調不良の原因が分か
らないことが多くありました。そのため、教室に戻すのか、休養や早退
が必要なのかどうかの判断がとても難しく、あらゆる可能性を考慮で
きる知識と技術が必要であることを実感しました。また、養護教諭の声
かけの一つ一つで児童が安心できたり、反対に不安に感じたりするた
め、言葉の選択や言い方、表情などにも注意し、児童
が安心できるような見通しをもった声かけを行う
ことの重要性を学びました。
　これからは実習での学びを活かし、学校全体を捉
える広い視野を持ちながら児童生徒一人一人と丁
寧に向き合える養護教諭を目指していきたいと思
います。

　私は予防的家庭訪問実習での地域住民との関わりを通して、地域に
根ざした看護に興味を持ちました。そこで、総合看護学実習では在宅復
帰に力を入れた回復期病院で実習を行い、学びを得たいと考えました。
　実習では、4年次生ということで教員のいない中、自主的に動くこと
が求められます。自分が何を学びたいか、患者さんの為に何ができるか
を常に考え、看護師を始めとした多職種の方々から話を聞き、日程調整
やケア方針の相談を行いました。その過程で、現場での多職種連携の様
子や必要性について学ぶことができました。
　私は転倒による骨折で手術を行った高齢の患者さんを受け持たせて
いただきました。その方は認知症状がみられ、活動意欲の低下により日
中も寝ていることが殆どでした。本人が希望する在宅復帰のため、自立
した日程管理や活動を行えるように日捲りカレンダーを作り、日時確
認や簡単な運動を共に行いました。その活動を通して楽しそうに笑う
様子を、とても嬉しく感じたのを覚えています。
　実習を通して、その人らしく生活できる環境や、
ご家族への支援とは何かを考え、多くの事を学ぶ機
会を頂けました。将来、患者さんとご家族の心に寄
り添い、安心感を与えられる看護を行えるよう努力
を続けていきたいです。

看護学実習を終えて
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［お知らせ］

看護ひとくち
メ
モ

看科大［19号］クイズ・プレゼント
○○○○年度入学生から
新しいカリキュラムに
なります

1．クイズの答え
2．郵便番号
3．住所
4．氏名（年齢）
5．記事のご感想や
　 本学へのご意見

当選者の発表は、発送をもってかえさせていただきます。

〇の中に正しい文字を入れ、下記のとおりハガ
キでご応募いただくか、クイズの答えなど１～
５までを記載して、メール（koho@oita-nhs.ac.jp）
でご応募ください。
正解者の中から抽選で３名様に図書カード
（2,000円分）をプレゼントします。

問 題

「未来応援基金」ご寄付のお願い
「未来応援基金」は、大分県立看護科学大学創立20周年を
契機に、学生の学業の継続や地域との連携、国際化・グロー
バル化への対応等、学生・大学院生の活動を支援するため
に設置された基金です。
確かな看護の力で地域の保健医療を牽引し、より良い社
会を創造する看護職を育成するために、皆さまの温かいご
支援を心からお願い申し上げます。
〈目　的〉
学生の学業の継続や、地域連携の更なる充実、国際化・
グローバル化への対応等、学生・大学院生の活動を支援
し、その充実を図ることを目的とします。
〈使　途〉
皆さまからいただいたご寄付は、学生・大学院生の支
援のため、下記事業に活用させていただきます。
（1）学業の継続（奨学金の給付、授業料等の減免等）
（2）地域連携（地域貢献活動への支援、地域の保健医療機

関での研修支援、自治体・地域・企業と連携した研究
教育等）

（3）国際化・グローバル化への対応（短期留学、国内外で
の活動、研修派遣等）

（4）その他、基金の目的達成に必要な学生・大学院生の活
動支援

〈ご寄付をお願いする方〉
基金の趣旨にご賛同くださる方ならどなたでもご寄付
いただけます。
〈寄付金額〉
金額は特に定めておりませんが、1口1,000円として何
口でも可能です。
〈ご寄附の方法〉
大学ホームページ（http://www.oita-nhs.ac.jp）掲載の
フォームからお申し込みいただくか、本学事務局まで電
話にてご連絡をお願いします。
■お問い合わせ先■
大分県立看護科学大学未来応援基金事務局
（大学事務局総務グループ内）
TEL：097-586-4300（代表）　FAX：097-586-4370
E-mail：somu@oita-nhs.ac.jp

Schedule［スケジュール］

※スケジュールは、変更になる場合があります。

郵 便 は が き

8 7 0 1 2 0 1
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分
市
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字
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県
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務
局
行

【締め切り】令和4年1月31日 当日消印有効

月1

月2

月3

月4

月5

　2020 年の調査によると日本人の平均睡眠時間は 7 時間 12 分
だそうです。日本では、人口の約 20％が不眠に悩まされていると
言われています。
●ライフステージ別の睡眠状況
【青年期】
深夜のネットやゲームなどで体内時計のリズムが遅れてしま
う概日リズム睡眠障害の問題があります。また、週末に平日よ
りも 3 時間以上の朝寝坊をしてしまうと体内時計はさらに遅
れてしまい、いわゆる時差ボケが生じている状況となります。
時差ボケは、人間の神経・免疫・内分泌系において影響を及ぼ
し、うつ状態などを引き起こす要因にもなります。
【壮年期】
仕事や家庭での役割が多く、調査対象の 4 割以上は、
睡眠時間が 6 時間を切っています。特に有職女性の睡
眠時間が少なく、肥満や高血圧、高脂血症などに
大きく関連していると言われています。
【老年期】
生活習慣病に関連して睡眠時無呼吸症候群、ムズムズ足症候
群、周期性四肢運動障害などの運動障害などの睡眠障害が生じ
るリスクが高くなります。

●就寝前の注意事項
・起床・就寝は、毎日同じ時間に。
・就寝前には、交感神経を刺激するような過度な運動は避ける。
・カフェインが入ったコーヒー、紅茶、お茶は、夕方以降控える。
・入浴は、就寝２時間前までに済ませる。
・就寝１時間前からは、画像を見ない。
●就寝前のおすすめ
・飲みもの：白湯・カモミールティー・生姜湯
・運動：リラックスできるストレッチを 5～ 10分程度
・音楽：オルゴール使用・クラッシックなどゆったりした曲

11日㈫～24日㈪
15日㈯・16日㈰

10日㈭
11日㈮
13日㈰
24日㈭
25日㈮

1日㈫
3日㈭

4日㈮
4日㈮

12日㈯
18日㈮

8日㈮
11日㈪
11日㈪・12日㈫

18日㈬
21日㈯・22日㈰

基礎看護学実習
大学入学共通テスト

助産師国家試験
保健師国家試験
看護師国家試験
進級試験（2年次生）
一般選抜（前期）、私費外国人留学
生選抜

春季休業開始
大学院研究計画報告会
（研究・広域・リカレント）
修士・博士修了判定
研究成果報告会
（研究・広域・助産・リカレント・NP）
一般選抜（後期）
卒業式

入学式
全学オリエンテーション
新入生オリエンテーション

キャンパスクリーンデー
若葉祭

睡眠時間を上手にとって明日を元気に過ごしましょう!!


